
月日 時間 科目 内容

10/4

9:15～9:30 事務連絡

9:30～12:30

財務体質の評価と
経営課題の整理

経営改善を支援する上で必要となる考
え方を理解し、現状把握と経営課題の
整理を行うための手法とポイントにつ
いて学びます。また様々な決算書を読
み解き、財務分析・経営課題抽出を行
います。
・経営課題・窮境原因を読み取る
思考法（仮説力の向上）

・経営改善計画書作成のポイント
①計画書作成に必要な財務情報
②ビジネスモデル俯瞰図
③計数計画・具体的施策

13:30～17:30

10/5

9:30～12:30

経営改善計画策定
の進め方
（演習）

ケースを用いた机上演習により、財
務分析から経営課題の整理、経営改
善のための方向性等を実践的に検討
します。
・経営課題の整理
（ローカルベンチマークの活用、
財務分析、ビジネスモデル）

・経営改善のための方向性・施策の
提案

・経営改善計画書の策定・プレゼン

13:30～17:30

10/6

9:30～12:30

13:30～16:30

16:30～16:45 修了証書交付

研修のねらい

財務リスク研究所株式会社代表取締役 横山 悟一

関西校 検索

中 小 企 業 大 学 校

関西校

コース№. 220015

経営改善支援に必要な財務の視点

研修のポイント

厳しい経営環境にある中小企業においては、経
営（業績）の改善を経営資源の選択と集中、経費
節減、効率化等により行っていく必要があります。
本研修では、経営改善支援に必要な財務面から

の経営課題の整理手法及び経営改善計画策定の進
め方を理解し、企業、地域金融機関との関係のあ
り方について学びます。

ᵠ

ᵠ

研修期間

対象者

会場

2022年

10/4    ～ 10/6
（3日間、20時間）

30名

23,000円（税込）

中小企業大学校関西校

講師紹介（敬称略）

火

水

火

木

会計事務所、コンサルティング会社等の勤務を経て、2002年アーネストコンサルティングを開業。2008年6月、名称を
「財務リスク研究所」に変更。約10年にわたる研究を重ね、指標を使わない世界初の分析手法、「ビジュアル分析」を
開発。難解なバランスシートをわかりやすくするだけでなく、独自に開発した「財務与信格付けシステム」により、決
算書の格付け、決算書に潜むリスクや粉飾を読み解くノウハウを確立。分析した決算書はすでに5,000社を超えている。
著書に「3分間で決算書が読める！」（H＆I)、「売上をあげる手段としての決算書の使い方」（総合法令出版）、「新
リーダーへ！「これが会社の数字の読み方です」」（実務教育出版）ほか多数。

中小企業関係団体の役職員対象

・経営改善支援に必要な支援手法
を学びたい方

・中小企業関係団体の役職員
（認定支援機関の税理士、
税理士機関の役職員を除く）

木

決算書を見て経営課題を読み取る思考
法を学びます。

経営改善計画書作成のポイントを
学びます。

ᵠ
税務・財務診断（旧基礎з）、経営診断
基礎（旧基礎и）研修のステップアップ
として活用頂ける研修です。



下記の研修に受講申込みをします。 申込日： 年 月 日

コース番号
研修名

KA220015 経営改善支援に必要な財務の視点
開講日 2022 年 10 月 4 日

終講日 2022 年 10 月 6 日

受講者

フリガナ
生年月日
年齢
性別

（西暦） 年 月 日

氏名
年齢 歳

□男性 □女性

所属機関名

所属機関長
氏名

所属機関長
役職名

所属部課名 役職名

所属部課
所在地

〒 ー

連絡先

TEL: （ ）

FAX: （ ）

E-Mail

事務連絡
担当者

部課名

フリガナ

担当者名

所在地

＊受講者の所属部課所在地と異なる場合のみご記入ください。
〒 ー

連絡先

TEL: （ ）

FAX: （ ）

E-Mail

＊受入決定通知等の書類は、事務連絡担当者様宛に送付させていただきます。

取得資格
□中小企業診断士（商・工・情・新）［西暦］ 年 月取得
（中小企業大学校東京校・養成課程修了者の場合、第 期（商・工・情・新）コース修了
□日商簿記検定 級 □販売士 級 □その他（ ）

既受講コース
＊該当するものがあれば〇印をつけてください
［・旧）基礎研修Ⅰ「現)税務・財務診断」 ・旧）基礎研修Ⅱ｢現)経営診断基礎（商業・ものづくり）」］
［・旧）中央会指導員研修(基礎コース)「現）連携組織化の基礎」 ・旧）中央会指導員研修指導(実務コース)「現）連携組織化の実務」］

＊経営指導員の方のみ 経営指導員発令（予定）年月日 【西暦】 年 月 日

【認定支援機関（民間コンサルティング、個人事業主・等）の方へ】（申請中の方は認定されてからお申し込みください）

下記に「認定支援機関名・ID番号」をご記入ください。※商工会・商工会議所・中小企業団体中央会等、支援機関の方は記入不要です。

認定機関名 ID番号

～受講申込みにおける個人情報の保護について～

中小企業基盤整備機構では「個人情報保護法」に基づき、受講者の個人情報の適正な管理に努めてま
いります。当該個人情報の第三者（業務委託先を除く）への提供または開示は致しません。ただし、
皆様から頂戴しました受講申込みに記載される内容をもとに、今後皆様に有益と思われる研修のご案
内を郵便、電子メール、FAX等で所属支援機関等宛て、お送りさせていただくことがあります。

入寮申込 （必ず受講者本人にご確認をお願いします。）

入寮申込
□入寮する

入寮日
□研修開始日

退寮日
□研修終了日

□入寮しない □研修開始日の前日 □研修終了日の翌日

寮費は、2,700円（税込・朝食付）／泊となります。

受 講 申 込 書
FAX 0790-22-5942
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中小企業大学校 関西校
679- 2282 1929

TEL : 0790- 22- 5931   FAX : 0790- 22- 5942
URL : https://www.smrj.go.jp/institute/kansai/ E- mail : kenshu- kansaiko@smrj.go.jp


